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結果
胃内容物として、イカ類の残津、寄生虫、プラスチッ
クゴミが認められた（図2)。イカ類の残津は、上顎板、
下顎板、眼軟甲に分けられた。そのうち上顎板と下
顎板の総数はそれぞれ659個、618個であった。眼と軟
甲は破損が激しく、数えられなかった。これにより、
最少被食イカ類は659個体とした。下顎板からの種同
定の結果、テカギイカ科（Gonatidae）のドスイカ
(βe'砂/e"rﾙﾉs〃'αg岬eγ）が8個（図3)、テカギイカ属の
一種で便宜上タイプAと表す（Go"α“spTypeA：
下顎板の形態としてはカムチャッカテカギイカ
Go"α伽s版j‘ﾉﾋ左"伽'がとササキテカギイカG〃,adM“
の中間型の特徴をもつ）が532個、テカギイカ属の一
種で便宜上タイプBと表す（Go"α/"sspTypeB）が
74個種不明のツツイカ目（テカギイカ科除く）の1
種が4個認められた（破損のため、同一種かどうかは
不明であった）（表l）。マッコウタコイカは認められ
なかった。種レベルまで同定されたドスイカは、推定
外套長および体重を算出することができた。推定外套
長は、最少で1512mm、最大で2818mm、平均は
図3．ドスイカの下顎板（スケールは2cm：
r
灘:皇:熟
図4．寄生性線虫（スケールは2cm）
試料と方法
2001年6月22日、秋田県八竜町（現三種町）浜田の
海岸（40.711N，139.5891E）に、体長1049m，メス
のツチクジラがストランディングした（南部ら
2004）（図l)。個体は漂着時にすでに腐乱していたが。
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207.7mm、推定体長はそれぞれ13099，86319，
38499であった（表2)。色素が沈着していた下顎板
は、ドスイカで2個（25％)、テカギイカ属spタイプA
で275個（517％)、テカギイカ属spタイプ.Bで74個
(100％)、種不明のツツイカ目は0個（0％)、合計3扉
個（568％）認められた（表l）。
餌残倖として認められたのはイカ類のみであり、魚
類の残津は認められなかった。
寄生虫は、体長が5～65mmの線虫を9隻認めたか
(図4)、種同定は行わなかった。人工物として、5s
mm大の星型のプラスチックカップを1個認めた（図2)．
Oguro，1971；Walkeretal，2002）と、魚類が優占す
るという報告がある（Ohizumietal，2003)。本研究
で用いた日本海系群と考えられる個体からは、魚類残
津は認められず、大量のテカギイカ科のイカ類の捕食
痕跡が認められたことから、本個体は少なくとも死亡
前には、魚類よりもイカ類を主要な餌生物としていた
と想定される。マッコウタコイカを主要な餌生物とし
ている北海道函館周辺の捕獲個体とともに（木村ら
2010)、本研究は日本海系群のツチクジラにとってテ
カギイカ科イカ類が重要な餌生物となっていることを
示唆した。函館捕獲個体からは甲殻類残倖、魚類残津
もそれぞれ90％、50％の割合で出現しており、餌生物
はイカ類のみではないことが報告されている（木村ら
2010)。本個体からはこれらが認められず、もっぱら
イカ類に依存していた可能性が高いと考えられるが、
一方、イカ類よりも小さく見落としやすい甲殻類・魚
類残津を、条件の悪い解剖現場で採集し残してしまっ
た可能性も考えられる。胃から出現したイカ類の下顎
板は半数以上が黒色化しており、死亡する直前のみな
らず、それに先立つある程度の期間はイカ類を捕食し
ていたことがうかがえた。
日本海のドスイカは外套長が130mmに達する頃か
ら成熟し（由木・北沢1986)、成熟個体は日周鉛直移
動をおこなわず、中深層～上部漸深層帯
(400~1000m）の大陸斜面部底層や近底層に分布する
ことが知られている（Nesis，1998)。本個体は推定外
套長150mm以上のドスイカを捕食していたことから、
上部漸深層帯の底層～近底層まで潜水し捕食を行って
いたと推察される。このような摂餌潜水は太平洋系群
で推察されており（WalkeretaL，2002；Ohizumie［
a1,2003；Minamikawaetal，2007)、日本海系群も同
様の潜水を行っていると考えられる。また、太平洋系
群ではクジャクイカ（nMo"伽spal'o）などの中深層遊
泳・浮遊種（底層種ではない）の捕食や、水深1,000
mを越す海域での中深層への潜水も報告されている
が（Ohizumietal，2003；Minamikawaetal，2007)、
本研究ではドスイカ以外の種が確定できず、底層以外
での摂餌を示すことはできなかった。
本論は一例の報告に過ぎないが、発見場所と時期の
明瞭な個体に関する胃内容データを蓄積していくこと
は、日本海系群のツチクジラの食性を考察する上で欠
かせない．今後、日本海の中で広範囲に分布する本系
群の食性を明らかにするために、さらに精度の高いサ
ンプリングで、日本海各地で起こるストランディング
個体を調査し続ける必要があると考えられる。
考察
過去の報告では、千葉県沖から三陸沖にかけての太
平洋で捕獲されたツチクジラの胃内容物は、イトヒキ
ダラ（Lae,"o"e",α／･"9噸es）や力ラフトソコダラ
(CO'”ﾙαe"oj〔たSc/"ere“）などの魚類が優占しており、
太平洋系群はイカ類よりも魚類に依存していると考え
られている（NishiwakiandOguro，1971ぅWalkeretaL
2002ラOhizumietaL，2003)。一方、網走周辺で捕獲
されたオホーツク海系群の食性は、テカギイカ科など
のイカ類が主であるという報告（Nishiwakiand
表1．各種イカ類の下顎板数と色素沈着の割合
色素沈着
下顎
板数 蕊割合”
ドスイカ
テカギイカ属s、
タイプA
テカギイカ属s窪
タイプB
種不明
?、）???
532279
7474
4（）
100．0
Q(）
?????
618351 56.量
表2．ドスイカ8個体の推定外套長および体重
推定外套長(m、）推定体重(震N
151.2
196.7
209.8
249.5
2249
165．5
182．3
281．8
130，9
2914
354．3
598．1
437.5
172．6
231．6
863．1
????
207.7 385.0
14冒含
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